
大
慈
禅
寺
（
だ
い
じ
ぜ
ん

じ
）
、
正
式
に
は
「
大
梁
山

大
慈
寺
」
だ
そ
う
で
す
。

今
か
ら

７
３
５
年
前
、

弘
安
５
年
（
１
２
８
２
年
）

寒
巌
義
尹

禅
師
に
よ
っ
て

開
基
さ
れ
た
曹
洞
宗
法
皇
派

の
本
山
、
七
堂
伽
藍
を
構
え

昔
は
百
名
も
の
修
行
僧
で
活

気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

一
昨
年
の
熊
本
震
災
で
大

き
な
被
害
を
う
け
、
こ
の
川

尻
校
区
の
機
関
紙
「
河
陽
新

聞

号
外
」
で
大
き
く
写
真

で
紹
介
し
、
大
慈
禅
寺
を
知

る
多
く
の
人
に
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熊
本
大
震
災
か
ら
一
年
半

経
過
し
、
左
写
真
の
よ
う
に

復
興
に
向
け
大
掛
か
り
な
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
大
慈
禅

寺
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
背
景

の
中
で
、
何
を
求
め
て
建
立

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
と

夢
と
ロ
マ
ン
を
描
い
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
慈
禅
寺
の
全
て
が
寒
巌

（
か
ん
が
ん
）
禅
師
と
重
な

り
、
師
の
生
涯
の
テ
ー
マ

「
時
世
を
救
う
」
を
、
大
慈

禅
寺
も
そ
の
テ
ー
マ
を
追
い

求
め
た
こ
と
が
歴
史
の
中
で

う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

寒
巌
禅
師
は
１
２
１
７
年

（
鎌
倉
時
代
中
期
）
後
鳥
羽

天
皇
の
皇
子
と
し
て
京
都
で

お
生
ま
れ
、
若
く
し
て
曹
洞

宗
の
開
祖
・
道
元
禅
師
を
師

と
仰
ぎ
、
中
国
、
宋
の
時
代

に
２
回
渡
宋
さ
れ
、
帰
国
後

は
３
年
ほ
ど
博
多
で
暮
ら
さ

れ
、
中
国
で
は
仏
教
だ
け
で

な
く
橋
梁
や
干
拓
な
ど
文
明

の
技
術
も
日
本
へ
持
ち
帰
ら

れ
て
ま
し
た
。

そ
れ
ら
全
て
が
歴
史
の
中

で
活
か
さ
れ
、
地
域
と
大
慈

禅
寺
を
結
び
社
会
の
繁
栄
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

当
地
へ
は
、
河
尻
泰
明
ら

の
招
き
と
援
助
で
宇
土
市
花

園
に
如
来
寺
を
建
て
ら
れ
、

１
２
７
８
年
に
は
九
州
一
番

の
難
所
と
呼
ば
れ
た
緑
川
に

大
渡
橋
を
（
長
さ
１
５
０
ｍ
・

幅
５
ｍ
）
２
カ
年
か
か
っ
て

架
け
ら
れ
、
そ
の
岬
に
建
て

ら
れ
た
大
き
な
寺
が
大
梁
山

（
大
き
な
橋
）
の
大
慈
寺

（
杭
州
の
風
景
に
似
た
寺
）

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

寒
巌
禅
師
が
中
国
の
宋
へ

行
か
れ
た
の
は
１
２
４
３
年

～
６
７
年
の
期
間
に
２
回
、

当
時
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
勢
力
を
拡

げ
、
宋
も
１
２
７
９
年
モ
ン

ゴ
ル
軍
に
征
服
さ
れ
、
中
国

の
年
号
も
「
元
」
へ
変
わ
ろ

う
と
す
る
激
動
の
時
代
。

日
本
へ
も
一
回
目
の
元
寇

「
文
永
の
役
」
１
２
７
４
年

約
４
万
の
軍
勢
９
０
０
軍
船

２
回
目
の
元
寇
は
７
年
後
の

「
弘
安
の
役
」
１
２
８
１
年

約
15
万
人
と
４
４
０
０
軍
船

こ
の
よ
う
な
時
代
の
背
景

の
中
で
九
州
一
の
難
所
に
大

渡
橋
が
設
け
ら
れ
、
竹
崎
季

長
ら
が
「
い
ざ
鎌
倉
！
」
と

玄
海
灘
に
駆
け
つ
け
る
大
き

な
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
有
明
海
を
干
拓
し

そ
の
風
景
が
杭
州
銭
塘
江
に

由
来
し
銭
塘
と
な
り
ま
し
た
。

10
町
内
（
野
田
町
）
の
３

名
の
方
に
大
慈
禅
寺
へ
の
想

い
出
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

10
町
内
は
、
緑
川
や
加
勢

川
に
囲
ま
れ
独
立
し
た
地
域

で
、
遊
び
も
、
誇
り
も
、
想

い
出
も
、
全
て
大
慈
禅
寺
に

あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
一
番
の
想
い
出

は
、
春
の
大
慈
禅
寺
ま
つ
り

（
３
月
）
で
す
ね
。

昔
は
サ
ー
カ
ス

も
来
て
い
た
し
、

ガ
マ
の
油
薬
売
り

や
屋
台
も
道
の
両

側
に
並
び
、
そ
り
ゃ

～
た
い
が
な
賑
わ

い
よ
り
ま
し
た
。

野
田
に
は
添
島
先
生
と
い

う
青
少
年
の
育
成
に
熱
心
な

方
が
お
ら
れ
、
夏
の
林
間
学

校
を
は
じ
め
、
野
球
の
練
習

か
ら
座
禅
ま
で
全
て
が
大
慈

禅
寺
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
番
の
想
い
出
は
、
同
年

代
の
修
行
僧
が
6
名
い
て
、

托
鉢
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

寺
の
中
に
も
活
気
が
あ
り
、

野
球
の
練
習
も
一
緒
に
し
よ
っ

た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。

3
月
15
日
～
17
日
の
3
日

間
な
ん
ど
も
何
度
も
大
慈
禅

寺
に
出
向
き
、
牛
の
品
評
会

を
眺
め
た
り
、
屋
台
の
珍
し

か
食
べ
物
を
味
わ
っ
た
り
、

特
に
大
慈
禅
寺
ま
つ
り
の
最

終
日
の
植
木
市
は
、
値
引
き

や
叩
き
売
り
、
ま
と
め
買
い

で
た
い
ぎ
ゃ
な
賑
わ
い
よ
り

ま
し
た
。

（
ご
回
答
感
謝
致
し
ま
す
。
）

川
尻
校
区
で
は
年
間
を
通

じ
色
々
な
儀
式
や
催
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

正
月
３
日
の
「
成
人
式
」

に
始
ま
り
、
年
の
最
後
に
は

「
川
尻
十
日
会
忘
年
会
」
が

行
わ
れ

今
年
は
12
月
10
日

（
日
曜
）
に
「
い
わ
村
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
40
回
を
超
え
開
催

前
回
号
の
河
陽
新
聞
は

郷
土
の
偉
人
木
村
政
彦
さ
ん

の
特
版
で
、
至
る
所
か
ら
追

加
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
29
日
に
川
尻

小
学
校
体
育
館
で
木
村
政
彦

さ
ん
の
本
の
著
者
増
田
俊
也

さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
披
露
さ
れ
た

川
尻
商
店
街
で
売
り
出
し
た

「
キ
ム
ラ
ロ
ッ
ク
焼
酎
」
が
、

増
田
さ
ん
の
応
援
も
あ
り
、

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
全
国
に

流
さ
れ
、
大
ブ
レ
イ
ク
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

詳
し
く

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
キ
ム
ラ
ロ
ッ
ク
焼
酎
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
を
検
索
し
て
み

て
下
さ
い
。

熊
本
大
震
災
の
影
響
で
町

並
み
が
一
つ
ひ
と
つ
無
く
な

り
、
新
た
な
「
時
世
を
救
う
」

努
力
が
必
要
な
よ
う
で
す

は
、
各
町
内
順
番
制
で
今
年

の
当
番
は
６
町
内
（
藤
永
哲

郎

自
治
会
長
）
を
中
心
に

40
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、

参
加
者
は
１
１
７
名
で
し
た
。

藤
永
会
長
の
挨
拶
に
始
り
、

祝
い
の
舞
い
を
97
歳
の
西
山

ユ
キ
子
さ
ん
が
披
露
さ
れ
、

大
き
な
喝
采
を
あ
び
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
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河
陽
新
聞

歴
史
へ
の
ロ
マ
ン
を
さ
ぐ
る

編
集
後
記

大
慈
禅
寺
の
想
い
出
は
「
ま
つ
り
と
サ
ー
カ
ス
」

寒巌義尹 禅師

「
川
尻
十
日
会
」
忘
年
会
が
あ
り
ま
し
た

中村亮一 前自治協議会会長

復興を祝う 大慈禅寺への想い

復 興 祈 願

和菓子とのふれあい工房2018

と き：1／27（土）２８（日）

ところ：大慈禅寺（境内全域）

米満吉重 10町内自治会長

高濱 亨 川尻校区体協会長川尻十日会 会場の様子

６町内スタッフメンバーと藤永自治会長

復興の進む 大慈禅寺の様子

復興の進む 大慈禅寺の様子



第２３号 河 陽 新 聞 平成２９年 １２月 １５日


